
 

 

 

 

 

１．１７ ともに 

29 年前の１月 17 日午前５時 46 分、淡路島を震 

源とするマグニチュード 7.3、震度７の大地震が淡 

路島や神戸市などを襲いました。6,434 人の命が失 

われ、52 万棟を超える建物が被害を受けた阪神・ 

淡路大震災。1 月 17 日には、神戸をはじめ県内の 

各地で追悼行事があり、深い祈りに包まれました。 

神戸市の東遊園地で行われた「1.17 のつどい」。 

今年、竹灯籠でかたどられた文字は「ともに」。石川 

県能登半島地震に思いを寄せ、「人は一人ではない」         【神戸新聞 1/17朝刊より】 

「若い世代と一緒に震災をつないでいこう」という思いが込められました。 

私たちけやき台中でも避難訓練を実施。「まず安全を確保する」 

「そして安全に避難する」力をつける必要があると考え、予告なし 

で、また、先生たちが教室にいない休み時間での訓練としました。 

訓練では、生徒の皆さんは校内のあちこちにいたのですが、まずは 

姿勢を低くして頭を守り、放送をよく聞いて（揺れが収まる状況を 

確認して）素早く安全に避難することができました。 

世代交代が記憶の継承を困難にするという｢30 年限界説｣。阪神・ 

淡路大震災から 30 年目を迎え、今、風化が心配されます。でも、 

この震災を経験した私たち兵庫で生活する者は、そうはしたくない。 

＜＜震災の教訓を生かす＞＞ 

阪神・淡路大震災では、建物倒壊によって多くの人が亡くなりま 

した。そこで、自分の部屋、家族の部屋について、家具などが倒れ 

ておしつぶされないか点検しましょう。併せて、常に、片づけや整 

理整頓をしておくことも、避難経路を確保するという災害対策にな 

ります。また、阪神・淡路大震災が起きた 1995 年は「ボランティア元年」とも呼ばれます。全国

から 138 万人を超える人が駆けつけてくれ、避難生活を支えてくれました。だから、人とのつなが

りをつくり、大切にしよう。住んでいる地域の人と交流しましょう。どんな時も決して一人ではな

い。助け、励まし合って生活していくのです。 

今年の「つどい」で遺族代表の言葉を述べた鈴木さん（34）は「私は震災で大切な母を失いまし

た。しかし震災の後に多くの素晴らしい方に出会い、本当に支えられてきたことも事実です。」と語

りかけられました。 

＜＜命を守り、大切に使う＞＞ 

阪神・淡路大震災、東日本大震災やあちこちで起こる自然災害。それらの被災者や遺族がみんな

「命を大切にしてほしい」と語り、願います。 

想像してほしいのです、突然「大切な人がいなくなる」「日常が壊れる」ということを。こんなこ

とがあってはならないのです。でも、自然災害は私たち人間の力ではどうすることもできません。

だから、想像して、自分事として受け止めて備える。今の命を、今日の命を精一杯大切に使いたい

と思うのです。 
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１．１７のつどいの写真 

Web 上では、削除しています。 



「かけがえのないものを守る」ために、私たちが学び、人とつながり、記憶と教訓を受け継ぎま

す。阪神・淡路大震災では、たくさんのものが壊れ、失われました。だからこそ、地震でも壊れな

いものをつくりたいのです。「人とのつながり」「地域との交流」「他を思う心」「感謝の気持ち」「絆」。

自然災害の前に人間の力は小さいものですが、人の力で、今の私に、できることは必ずあります。 

最後に、1 月 17 日（水）神戸新聞の社説の一部を読んでみてください。 

社説の冒頭部分です。 

Web 上では、削除しています。 

 

オープンスクール、ご来校ありがとうございました 

今年一番とも言われる寒波の中、1 月 26 日にオープンスクールを実施しました。インフルエン

ザの感染予防もあり、フルバージョンでのオープンスクールとはいきませんが、たくさんの保護者 

の皆さんにお越しいただきました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月の予定 
KS：子どものサポーター、SC：スクールカウンセラー 

SSW：スクールソーシャルワーカー 

 

 

 

 

 

授業の様子を見ていただ 

くのは 4 月以来。お子様の 

学習の様子を見ていただき、 

1 年間の成長を感じていた 

だけたでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

PTA 役員のみなさんには、 

受付をしていただきました。 

受付は、安全対策としてと 

ても大切なものですが、学 

校だけでは到底できません。 

昨年末から準備をいただき、 

安全にオープンスクールが 

実施できました。ありがと 

うございました。 

 

日 曜 学校行事　【下校：17時30分】 関連行事 給食 教育相談

1 木 NO部 定時退勤日 123 KS　SSW

2 金 入学説明会 123

3 土

4 日

5 月 生徒集会 123

6 火 123 KS

7 水 PTA本部役員会 123

8 木 NO部　5時間授業 定時退勤日 123 KS　SSW

9 金 1.2年実力テスト　3年3時間授業 123

10 土 私学入試

11 日 建国記念の日　私学入試・高専入試

12 月 振替休日　大教大付属高校入試

13 火 NO部 123 KS

14 水 PTA運営委員会 123 SC

15 木
NO部

推薦・特色入学選抜

定時退勤日

学校運営協議会
123 KS　SSW

16 金 123

17 土 中学校美術作品展

18 日

19 月 3年学年末テスト　　1.2年教育相談 12

20 火 3年学年末テスト 12

21 水
県立特別支援学校高等部入学選考

テスト1週間前・NO部（～3/1）
123 SC

22 木 3年学年末テスト 定時退勤日 123 SSW

23 金 天皇誕生日

24 土

25 日

26 月 1.2年教育相談 123

27 火 123 KS

28 水 1.2年学年末テスト 3

29 木 1.2年学年末テスト 3 SSW

<3月の主な予定>

8：3年生を送る会・3年給食最終日　12：公立一般入試・多部制Ⅱ期A試験

14：第37回卒業証書授与式　19：公立一般入試合格発表　21：1.2年給食最終日

22：大掃除・小学校卒業式　25：修了式　26：新入生物品販売


